
。

徹

選

択

集

の

念

仏

義

t

選
択
本
願
念
仏
説
の
宣
揚
1

柴

田

良

道

聖

光

は

、
法

然

の

六

+

五
才

の
時

、
建

久

八

年

三

+

六

才

に

し

て

、

そ

の
弟

子

と

な

つ
た

の

で

あ

る

。
注

然

は

あ

た
か

も

、

そ

の

翌

黛

「
選
択

集
」

を

著

わ

し

て

そ

の
念

仏

義

の
真

髄

を
論

述

し

た

。

こ
の

選

択

集

は

、

藤

原

兼

実

の

た

め

に
作

ら

れ

た
も

の

で

、

そ

の
末

尾

の

文

に

よ

つ
て

知̀

ち

れ

る

如

く

、

}
般

へ
の

公

開

け

、
な

さ

れ

な

か

つ
た

の

で

あ

る

。

し

か

し
聖

光

は

、
そ

の

撰

述

の

翌

年

、

正

治

元

年

、
法

然

よ

り
い

こ
れ
を
相
伝

し
て
い
る
の
で
あ
り

(
聖
光
上
入
伝

に
よ
る
)
自
か

ら
そ
の
事
を

「
徹
選
択
集
」

の
上
に
述

べ

「
上
人
又
告
言
～
有
我
所
造
之
書

、
所
謂
選
択
本
廟
念
仏
集
是

昌

甲

也
.
漱
以
藩

秘
考

也
.

(
中
略
)
巳
造
此
藻
畢
以
藩

下
「.

殿
下
告
上
人
言

、
今
此
書
者
浄
土
宗
之
奥
義
也

。
上
人
在
世
之

「}

響

時
従
禅
室
草
庵
勿
令
披
露

。
大
師
入
滅
之
後
従
博
陸
槐

門
可
弘

}

レ

畠

一

畠

噛

レ

轟

斗

通
之

、
源
空
灘
濛
批
炳
誡
「、
露
命
灘
定
今
日
末
ゼ知
レ死
明
B
不
レ知
レ

死

。
故
以
此
書
密
付
属
汝

、
勿
及
外
聞

。
云
云
爰
弟
子
某
甲
低

1
i

1

ft

t

°

レ

}}

騨

頭
挙
手
合
掌

恭
敬
、
跪
以
賜
乏
畢

。
歓
喜
余
脳身
随
糞
留
」心
。
伏

以
難
報
仰
以
難
謝
非
蕾
伝
義

理
於
ロ
決

、
復
被
授
造
書
於
眼
前

。

.

..

.

.

.

_

_
.

_

_

.
_

.

.

.

　

.

.

S

_

.
N

t

解
行
有
本
文
義
已
足
。
自
其
以
降
往
生
之
願
弥
深
、
念
仏
之
行

　

s

倍

高

。

〈
浄

全

第

七

ノ
九

六

頁

)

と

い

つ
て

深

い
よ

ろ

こ
び

の

念
・を

披

輝

し
て

い
る

。

即

ち

聖

光

は

一25一

い
文
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に
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タ
ー
ネ
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ト
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の
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消
し
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を
施
し
て
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︒



選

択
集
撰
述
の
後

、
そ
の
会
座
に
参

じ
た
も
の
を
の
ぞ

い
て
は
、

門

弟
の
中
誰
よ
り
も
早
く
こ
れ
を
相
伝

し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
聖
光

は
元
久
元
硫
八
月

.
四
+
三
オ
に
し
て
九
州
に
届

郷

す
る
ま
で
、
六
任
間
、
入
門
以
来
八
年
間
法
然

に
師
事
し
て
浄

土

の
奥
旨
を
伝
承

し
た
。
従

っ
て
、
ご
の
徹
選
択
集
は
、
そ
の
相

伝

し
た
選
択
本
願
念
仏
説
を
宣
揚

し
た
も
の
に
他

な
ら
な
い
の
で

あ
る
.

さ
て
そ
の
上
巻
の
初
頭
に
念
仏
に
三
義
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
念
仏
に
諸
師
所
立
の
念
仏

と
善
導
所
立
の
本
願
念

仏

と
法
然
所

立
の
選
択
本
願
の
念
仏

と
の
三
種
あ
る
こ
と
を
示

し
、

法
然
の
立
て
た
選
択
本
願
念
仏

の
義
が

、
従
来

の
諸
師
や
、
更
に

は
善
導
の
立
て
た
念
仏

に
対

し
て
、
独
特

の
意
義

を
も

つ
も
の
で

あ

る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
選

択

と
い
う
こ
と
に
法
然
の
念
仏
義
の
独
自
性

の
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

聖
光
は
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
に
は
、
善
導
.の
念
仏
義
よ
り

も

更
に
進
歩

し
た
深

い
意
義
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
は
法
然
が
浄

土

三
部
経
異
訳
に

つ
い
て
検
討

し
た
結
果
、
選
択
の
義
を
得
た
と

こ
ろ
に
あ
る
こ
と
を
示

し
、
こ
れ
を

も

つ
て

、
注
然

の
独
自
の
主

張
と
見
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
又
聖
光

は
、
こ
の
選
択

の
義
が
竜
樹
の
大
智
度
論
に

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
法
然
の
説
が
竜

樹
の
説
に

一
致
す
る
こ
と

を
明
ら
か
u
,,..]
・
そ
れ
が
竜
樹
に
由
来

す
る
こ
と
を
強
調
し
て

い

る
。
こ
の
竜
尉
の
説
と
云
う
の
は
大
智
度
論
第
三
+
八
に
出
て
い

る
文
で
あ
る
。

(
大
正
大
蔵
経
第
二
十

五
巻
三
四
三
頁
)
而

し
て

更
に
こ
れ
に
基

い
て

「
選
択
本
願
念
仏
義

。
更
以
諜
怯
然

上
人
之
義

即
是
竜
轍
菩
薩

之
義
也

。
亦
非
竜
樹
菩
薩
之
義
即
是

法
蔵
菩
薩

之
義

也
。
亦
是

二

}

非
法
蔵
菩
薩
之
義
即
是
先
仏
之
義
也

。
先
仏
之
義
故

。
即
是
法

一

二
蔵
菩
薩
之
義
也
。
法
蔵
菩
蘚
之
義
故

。
即
是
竜
樹
菩
藤
之
義
也

。

竜

樹
菩
薩
之
義
故

。
即
是
法
然
上
人

之
義
也

。
此
義
尤
可
甘
心

」

二

」

(浄
全
第
七

ノ
八
六
頁
)

と
云

つ
て

い
る
の
要
約

し
て
云
う
な
ら
ば

、
選
択
本
願
の
念
仏

の

義
は
、
法
然
か
ら
先
仏

、
先
仏
か
ら
法

然
ま
で
通
徹

}
貫
し
た

【

義
で
あ
る
と
、
娶
光
は
解
釈
理
解

し
た

の
で
あ
る
。
即
ち
法
然
の

念
仏
義
が
選
択

と
い
う
点

に
於

い
て
先

仏
の
意
に

}
致
し
こ
れ
に

一26一



も

と
ず
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
た
の
で
あ
る
。

且

つ
菩
蘚
念
仏
三
昧
経
に
よ
つ
て
、
選
択
の
念
仏
が

、
一
切
諸

仏

の
根
本
の
本
願
で
あ
る

こ
と
を
論
証
し
、

「以
念
仏
別
名
選
択
有

何
証
文
耶
。
答
日
菩
薩

念
仏
三
昧
経

ニ

ロ

ニ

ロ

あ

コ

の

云
.
此
念
仏
三
昧
過
纛

仏
之
靄

髢

.
錚

招

来
之
所

印
河
也
勁

一
切
諸
仏
毒

択
也
響

切
諸
仏
之
財
宝
也
鋤

覇

諸
隻

舎
利
也
響

切
諸
仏
之
本
性
也
鯉

此
即
饗

仏
別
名
選
択
其
証
文
也
。
」

"

ム

一

と

い

つ
て

い
る
。

又
法
然
は
選
択
集
に
於
て
、
八
種
の
選
択
を
示
ゐ
て
い
る
が

、

そ

の
際

に
浄
土
三
部
経
の
外

に
は
、
般
舟
三
昧
経

の

　
経
を
引
用

さ

れ
た
だ
け
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
聖
光
は
徹
選
択
集
上
に
於
て

「今
此
外
又
加

二
+
二
種
選
択
之
義
也
。
」

と
し
、
三
部
経
の
他

二

麟

に
文
殊
般
若
経
、
華
厳
経

、
文
殊
発
願
経

、
+
手
経

、
大
仏
頂
、

+
住
毘
婆
沙
論

、
往
生
論
等

の
経
論
と
数
多
く
の
諸
師

に
従

つ
て

選
択
の
義
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

聖
光
が

、
な
ぜ
に
法
然

の
八
種
の
選
択

に
対

し
て
二
+
二
種
の

選
択
を
行

つ
た
の
で
あ
る
か
と
言
え
ば

、
聖
光
は
、
選
択
本
願
の

念
仏
義
が
全
仏
教

に
わ
た
る
そ
の
真
底

を
表
面
化

し
、
専
修
念
仏

の
法
門
を
、
全
仏
教
の
視
野

の
上
に
拡

大

し
、
そ
の

噸
般
仏
教
的

意
義
を
考
察

し
、
こ
れ
に
よ
り
て
、
選
択
本
願
念
仏
説
の
奥
義
を

顕
わ
そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

又
法
然
が

、
選
択
集
に
於
て
、
三
部
経
及
び
善
導

に
よ

つ
て
、

本
願
称
名
の

「
行
を
唱
え
た
の
に
対

し
て
、
聖
光
が

、
こ
の
称
名

の

一
行
を
、
徹
選
択
集
下
に
別
め
念
仏

と
名
ず
け
、
自
ら
大
智
魔

論

に
も
と
ず
く
念
仏
を
通
の
念
仏
と

し
、
ζ
れ
を
強
課
し
、
従
別

徹
通
の
義
を
述
べ
た
事
と
固

「
趣
旨

に
よ
る
の
で
あ
つ
て
法
然
と

聖
光
と
の
特
異
性
が

よ
く
あ
ら
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

聖
光
が

、
徹
選
択
集
に
於
て
表
明

し
た
選
択
本
踊
念
仏
説
の
宣

揚

、
特
に
念
仏

と
諸
行
と
の
関
係

に

つ
い
て
の
論
述
は
、
他

の
著

書

に
於

い
て
も
見
ら
れ
る
が

、
そ
の
護

教
的
伝
持
の
努
力

と
、
宗

義
研
究
と
に
よ

つ
て
、
聖
光
当
時

に
お
け
る
聖
道
諸
宗
か
ら
の
非

難
と
、
法
然
門
下
に
於
け
る
異
義
邪
説

と
に
対
処

し
た
と
こ
ろ
に

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
主
張
な
る
旭
の
は
、
聖
光
自
身
が
述

べ
て

い
る
よ
う
に
、

元
祖
法
然
の
広
学
博
覧
の
智
徳
と
、
選
択
集
の
義
底
の
深
義
を
顕
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わ

し

た

も

の

で

あ

る

、

と

同

時

に

、

聖
光

独

自

の

見

解

と

主

張

を

持

つ
も

の

で

あ

る

。

来

迎

と

臨

終

正

念
立

川

道

之

輔

法
然
上
人
の
阿
弥
陀
経
観
レ
特

に
そ
の
来
迎
と
臨
終
正
念
に

っ

い
て
述

べ
て
み
よ
う
と
思
う
。
先
ず
そ
の
資
料

と
し
て

『
小
経
釈
』

及
び

『
逆
修
説
法
』

と
を
用

い
た
こ
と
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

『
逆
修
説
法
』
に
あ

つ
て
は
、

『
小
経
』
の

「
阿
弥
陀
仏
与
諸

聖

衆
現
在
其
前
是
人
終
時
心
不
巓
倒
即
得
往
生
阿
弥
陀
仏
極
楽
国

土
」

と
云
う
経
文
を
引
用

し
て

い
る
の
に
対
し
、

訟、小
経
釈
』

で

は

「其
人
臨
命
終
時
阿
弥
陀
仏
与
諸
聖
衆
現
在
其
前
」
ま
で
を
引

用

し
て

い
る
。
こ
の
点
両
者
は
そ
の
径
文
の
取
上
げ
方

に
棺
違
を

示

し
て
い
る
。

『
逆
修
説
法
』

に
於
け
る
解
釈
に
は

『
称
讃
浄
土
経
』
の
文
を

参

照
し
て
、

『
小
経
』

の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
て
い
る
。
即

ち

.『
逆

修

説

法

』

の
初

七

日

の

中

に

、

『
称

譛

浄

土

経

』

の

「
慈

悲
袈

ソ亀

5
乱
既
揺
含

.旦

隻

築

退
き

(
浄

全

九

、

三

八

五

上

)

と

い
う

一
文

を

引

甲

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

即

ち

、

法

然

は

『
小

経

』

と

『
称

譛

浄

土

経

』

ど

の

文

を

腿

係
・。し
て
気

令
心
不
萼

繰

顛
翌

即
審

髮

之

義
也

。
明

知

非

臨

終

正

念

故

有

来

迎
。
由

来

迎

故

臨

終

ナ
ル
コト
ヲ

三

譜

馬

耳

噺

正

念

也

。

」

(
浄

全

九

、

三

八

五

上

)

と

述

べ
ら

れ

て

い

る

。

こ

の

よ

う

に

『
逆

修

説

法

』

は

『
小

経

』

の

ポ

イ

ン
ト

を

心

末

巓

倒

と

聖

衆

の
来

迎

の

こ
点

に

見

出

し

な
が

ら

も

、

後

音

を

重

褓

し

て

い
る

。
何

故

な

ら

、

法

然

は

、

臨

終

の

そ

の

人

が

心

不

顛

倒

(
正
念

)

に

住

し

た

が

故

に
来

迎

が

あ

る

の

で

は

な

く

、
来

迎

に

あ

つ

か

っ
て

こ

そ

臨

終

に

正

念

に

住

す

る

こ

と

が

可

能

に

な

る
か

ら

で

あ

る

と
説

い
て

い
る

か

ら

で

あ

る

。

こ

の

法

然

の

説

は

、
吾

人

が

、
来

迎

は

衆

生

の
称

名

念

仏

の

功

徳

の
結

果

と

し

て

、

心
不

巓

倒

と

な

る

こ

と

を

得

、
.そ

の

故

に

臨

終

の
時

に
来

迎

が

あ

る

も

の
だ

ど
思

い

こ

ん

で

い

る

既

成

概

念

を

打

破

し

て

く

れ

る

の

で

あ

る

。『
小

経

釈

』

に

あ

つ
て

は

引

用

し

た

経

文

に
,
つ

い
て

二
・意

あ

り
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